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編集人  英　久子

み 心 に ゆ だ ね て 　

執事　小野里俊一

≪み 手 の な か で≫

　
53
年
前
の
秋
の
夕
暮
れ
で
し
た
。
盲
学
校
の
寄

宿
舎
に
い
た
私
は
、
夕
食
が
終
わ
る
と
、
い
つ
も

の
よ
う
に
読
書
会
（
寮
母
さ
ん
が
子
ど
も
を
集
め

て
適
当
な
物
を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
た
）
に
行

き
ま
し
た
。

　
そ
の
日
は
「
洗
礼
の
子
」
と
い
う
も

の
で
し
た
。
概
略
は
こ
う
で
し
た
。
あ

る
少
年
が
受
洗
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
が
、
あ
ま
り
の
貧
し
さ
の
ゆ
え
に

名
親
に
な
り
手
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
少
年
は
途
方
に
暮
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
に
み
す
ぼ
ら
し
い
老
人
が

現
れ
、
名
親
に
な
る
こ
と
を
買
っ
て
出

ま
し
た
。
私
は
そ
の
老
人
が
イ
エ
ス
だ

と
直
ぐ
分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
私

に
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。
母
か

ら
の
電
話
で
父
の
死
亡
が
告
げ
ら
れ
ま

し
た
。
外
に
出
る
と
風
が
冷
た
く
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
既
に
父
は
神
の
み
も
と
に
召
さ
れ
た
の
だ
か

ら
、
急
い
で
も
仕
方
が
な
い
と
思
い
、
バ
ス
と
電
車

で
父
の
安
置
さ
れ
て
い
る
病
院
へ
行
き
ま
し
た
。

　
霊
安
室
に
は
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
の
石
黒
千
秋
伝

道
師
と
井
原
民
子
伝
道
師
が
駆
け
つ
け
て
い
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
井
原
先
生
は
私
の
手
を
握
り
続

け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
も
し
そ
の
日
、

「
洗
礼
の
子
」
を
聞
い
て
い
な
か
っ
た
ら

私
は
ど
ん
な
に
心
を
取
り
乱
し
て
い
た
こ

と
で
し
ょ
う
。
中
学
３
年
生
だ
っ
た
私
が

み
手
の
中
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
確
信

し
た
と
き
で
し
た
。
神
は
色
々
な
経
験
を

通
し
て
私
た
ち
を
導
い
て
く
だ
さ
る
の
で

し
ょ
う
が
私
に
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
通

し
て
お
導
き
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
く
ず
折

れ
て
し
ま
い
そ
う
な
と
き
に
も
、
そ
の
出

来
事
を
思
い
出
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
　

　
最
後
に
、
み
言
葉
の
中
で
「
わ
た
し
は

あ
な
た
が
た
を
決
し
て
み
な
し
ご
に
は
し

て
お
か
な
い
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
事
実
で

あ
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
勤
務
）
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今週・来週 の 予 定

   ６月２７日～７月１０日

◇
６
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
沖
縄
週
間
（
６
・
20
～
26
）
▽
東

京
教
区
神
学
生
の
た
め
（
聖
霊
降
臨

後
第
２
主
日
６
・
６
）
▽
沖
縄
教
区

の
た
め
▽
野
宿
生
活
者
の
休
息
施
設

の
た
め
（
き
ぼ
う
の
い
え
）
▽
エ
リ

ザ
ベ
ス
サ
ン
ダ
ー
ス
ホ
ー
ム
の
た
め

　
▽ 

聖
バ
ル
ナ
バ
教
会
パ
イ
プ
オ
ル

ガ
ン
に
親
し
む
会
　
お
話
と
演
奏
＝

佐
藤
礼
子(

同
教
会
オ
ー
ガ
ニ
ス
ト)

。

希
望
者
は
弾
く
こ
と
も
可
能
。
７
月
４

日(

日)

14
時
。
照
会
℡
03 (

３
２
６
８)

８
０
６
７
・
同
教
会
。

　
▽ 

立
教
女
学
院
聖
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

礼
拝
堂
唱
詠
晩
祷
　
聖
公
会
の
伝
統

的
な
夕
べ
の
礼
拝
。
４
日(

日)
 

16

時
。
説
教
＝
中
村
邦
介
司
祭
。
指

揮
・
オ
ル
ガ
ン
＝
岩
崎
真
実
子
、
同

学
院
高
校
聖
歌
隊
・
同
Ｏ
Ｇ
有
志
・

同
礼
拝
堂
聖
歌
隊
な
ど
の
奉
唱
。
照

会
℡
03(

５
３
７
０
）
３
０
３
８
・

同
学
院
キ
リ
ス
ト
教
セ
ン
タ
ー

(

月
・
火
・
木
・
金)

。
　
　

　
▽ 

浦
安
セ
ミ
ナ
リ
オ
　
横
浜
教
区

浦
安
伝
道
所
主
催
、
聖
公
会
神
学

院
・
北
総
宣
教
協
議
会
協
力
、
キ
リ

ス
ト
教
基
礎
講
座
。
７
月
特
別
講
座

「
あ
な
た
は
　
か
わ
る
」
講
師
＝
井

口
諭
司
祭
。
①
聴
き
方
・
話
し
方
＝

３
日(

土)

　
②
過
去
と
他
人
・
今
の

自
分
＝
17
日(

土)

　
各
14
時
半
～
16

時
。
受
講
料
＝
２
回
千
５
百
円
、
１
回

８
百
円
。
会
場
等
照
会
℡
０
４
７
（
３

５
４
）
２
５
１
６
・
同
伝
道
所
。

◆ 

と
こ
し
え
の
平
安

５
月
30
日
　
小
野
　
正
吾
（
94
）
　

聖
テ
モ
テ

６
月
９
日
　
岡
村
　
豊
子
（
98
）
　

聖
ア
ン
デ
レ

６
月
９
日
　
北
浦
　
和
子
（
87
）

聖
愛

２７（日）聖霊降臨後第５主日

　　　　　主教巡回

　　　　　　聖ペテロ教会

２８（月）ハラスメント防止　

　　　　　委員会

　　　　　日韓合同主教会（～

　　　　　７/１　於済州島）

３０（水）プレ宣教協議会準　

　　　　　備会

７月

　１（木）下町Ｇ牧師協議会

　２（金）山手Ｇ牧師協議会

　４（日）聖霊降臨後第６主日

　　　　　主教巡回

　　　　　　聖テモテ教会

　５（月）分担金制度特別委　

　　　　　員会

　６（火）聖職養成委員会

　　　　　主教選挙特別委員会

　８（水）信仰と生活委員会

　９（木）広報委員会

　
《掲
載
記
事
転
用
の
場
合
は
事
前
連
絡
の
こ
と
》
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◇
第
１
１
２
（
臨
時
）
教
区
会
開
催
　

　
16
日
付
公
示
の
通
り
（
小
紙
20
日

号
に
掲
載)
、
教
区
主
教
選
出
の
臨
時

教
区
会
が
７
月
19
日(

月
・
休)

９
時
、

聖
ア
ン
デ
レ
主
教
座
聖
堂
で
開
会
聖
餐

式
を
も
っ
て
開
催
さ
れ
る
。
主
教
選

挙
特
別
委
員
会
主
催
「
主
教
選
挙
候

補
者
の
推
薦
理
由
を
聴
く
会
」
は
去

る
12
日(

土)

、
80
人
の
参
加
で
開
か

れ
２
人
の
司
祭
が
推
薦
さ
れ
た
。
同

特
別
委
員
会
は
、
主
教
選
出
教
区
会

の
開
会
時
に
自
動
的
に
解
散
す
る
。

常
置
委
員
会
報
告
（
６
月
15
日
）

＊
５
月
総
会
で
首
座
主
教
に
植
松
誠

主
教
を
再
選
、
常
議
員
に
笹
森
田
鶴

聖
職
・
山
田
益
男
信
徒
両
代
議
員
を

選
出
。
24
日
（
木
）
聖
職
試
験
公
開

説
教
を
行
う
、
な
ど
主
教
報
告
。

＊
月
島
聖
公
会
牧
師
館
・
礼
拝
堂
お
よ

び
聖
ル
カ
保
育
園
の
工
事
業
者
を
選

定
。
５
月
度
財
務
諸
表
、
掌
握
委
員
会

関
係
、
プ
レ
宣
教
協
議
会
関
係
な
ど
、

各
主
事
等
の
諸
報
告
を
了
承
。

＊
横
浜
・
東
京
両
教
区
常
置
委
員
懇

談
会
を
開
催
（
７
月
９
日
）
。

＊
財
務
主
事
を
通
し
て
財
政
委
員
会
か

ら
提
案
さ
れ
た
普
通
預
金
の
一
部
を
国

債
に
す
る
件
を
了
承
。

＊
聖
公
会
神
学
院
家
族
寮
利
用
者
の

光
熱
費
を
教
区
負
担
と
し
、
請
求
に

応
じ
て
本
人
へ
教
区
事
務
所
で
手
交
。

＊
主
教
座
聖
堂
牧
師
館
屋
上
の
防
水
工

事
費
は
利
用
者
間
の
合
意
で
案
分
。

＊
そ
の
他
　
　

　
　

　
▽
「
障
が
い
者
」
関
連
活
動
連
絡

会
主
催
《
お
話
を
聴
く
会
⑳
》
　
10

日
（
土
）
11
時
～
15
時
、
聖
バ
ル
ナ

バ
教
会(

昼
食
を
共
に)

。｢
滝
乃
川
学

園
成
人
部
職
員
と
し
て
み
た
こ
と
、

考
え
た
こ
と｣

＝
三
浦
真
理(

聖
ル
カ

礼
拝
堂
信
徒)

、｢

ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
の

毎
日
か
ら
み
え
て
き
た
も
の
、
考
え
た

こ
と｣

＝
大
和
孝
明
（
清
瀬
聖
母
教
会

信
徒
）
。
参
加
費
５
百
円
（
他
に
昼
食

代
５
百
円
）
。
照
会
℡
０
４
２(

３
７

１)

８
３
９
０
＝
実
務
委
員
・
小
林
。

　
▽
聖
三
一
教
会
オ
ル
ガ
ン
設
置
30
年

記
念
感
謝
礼
拝
　
７
月
４
日(

日)

10

時
半
。
奏
楽
・
指
揮
＝
ス
コ
ッ
ト
・
シ

ョ
ウ
、
奉
唱
＝
立
教
大
学
諸
聖
徒
礼
拝

堂
聖
歌
隊
。
礼
拝
に
続
き
ミ
ニ
コ
ン
サ

ー
ト
も
。
照
会
℡
03
（
３
４
２
１
）
３

６
４
６
・
同
教
会
。
　

　
▽
東
関
東
・
聖
公
会
夏
の
合
同
家
族

キ
ャ
ン
プ
　
教
区
教
会
を
超
え
て
老
若

男
女
が
清
里
清
泉
寮
に
集
う
恒
例
の
企

画
。
７
月
30
日(

金)

～
８
月
１
日

(

日)

。
申
込
期
限
７
月
４
日
。
照
会
℡

０
４
７(

３
８
８)

４
０
７
０
・
甲
藤
。
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【
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
】
52

　
真
光
教
会
の
歴
史
を
訪
ね
る
旅

　
真
光
教
会
が
、
人
口
の
急
増
地
で

あ
っ
た
町
田
市
に
東
京
教
区
か
ら
与

え
ら
れ
た
「
新
天
地
の
伝
道
」
と
い

う
使
命
を
も
っ
て
移
っ
て
き
た
の
は

１
９
７
３
年
で
し
た
。
当
教
会
は
、

日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
禁
制
の

高
札
が
下
ろ
さ
れ
た
２
年
後
の
明
治

８
年(

１
８
７
５
年)

に
、
ウ
ィ
リ
ア

ム
ズ
主
教
が
東
京
と
い
う
新
天
地
で

宣
教
活
動
を
始
め
ら
れ
て
、
最
初
に

創
設
さ
れ
た
教
会
な
の
で
す
。

　
真
光
教
会
で
は
、
今
回
創
立
１
３

５
年
を
期
し
て
、
そ
の
歴
史
資
料
を

集
め
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
ま

た
歴
史
を
知
る
一
助
と
し
て
、
教
会

の
跡
地
を
訪
れ
る
ツ
ア
ー
を
企
画

し
、
５
月
20
日
に
行
な
い
ま
し
た
。

　
教
会
員
の
み
な
ら
ず
、
昔
教
会
に

関
係
さ
れ
て
い
た
方
々
を
加
え
総
勢

30
名
は
ま
ず
、
最
初
に
教
会
が
建
立

さ
れ
た
深
川
区
西
元
町
（
現
在
の
江

東
区
常
盤
１
丁
目
）
の
、
隅
田
川
を

ま
た
ぐ
旧
新
大
橋
た
も
と
を
訪
れ
ま

し
た
。
現
在
教
会
の
跡
は
何
も
残
っ

て
は
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
ウ
ィ
リ
ア

ム
ズ
主
教
に
導
き
を
受
け
た
杉
浦
義

道
師
が
こ
の
教
会
の
初
代
牧
師
と
な

り
、
そ
の
頃
は
教
会
活
動
の
一
環
と

し
て
、
サ
マ
リ
タ
ン
病
院
と
労
働
者

矯
風
会
と
い
う
名
の
地
域
福
祉
活
動

が
あ
っ
た
こ
と
が
判
っ
て
い
ま
す
。

　
一
行
は
次
に
、
関
東
大
震
災
後
に

移
築
し
た
本
所
（
現
在
の
墨
田
区
）

菊
川
町
の
教
会
跡
に
歩
い
て
移
動

し
、
こ
こ
に
住
ん
で
お
ら
れ
た
、
第

２
代
牧
師
・
西
村
敬
太
郎
司
祭
の
ご

長
男
、
西
村
敬
郎
氏
か
ら
当
時
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
こ
こ
に
は
立
派

な
聖
堂
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
１
９

４
５
年
３
月
の
下
町
大
空
襲
で
、
完

全
に
焼
失
し
ま
し
た
。

　
次
に
訪
れ
た
の
は
湯
島
に
あ
る
旧

岩
崎
邸
で
、
戦
後
こ
こ
に
聖
公
会
神

学
院
と
教
務
院
（
西
村
師
は
教
務
院

長
）
が
あ
り
、
旧
馬
小
屋
を
借
り
て

真
光
教
会
の
礼
拝
を
し
て
い
た
そ
う

で
す
。
そ
の
後
１
９
５
３
年
に
な
っ

て
赤
羽
駅
近
く
の
土
地
と
家
屋
を
買

い
取
り
（
現
在
の
北
区
西
が
丘
）
そ

こ
を
改
造
し
て
１
９
７
３
年
ま
で
教

会
活
動
を
続
け
た
の
で
す
。

　
こ
の
旅
を
通
じ
て
、
参
加
し
た
教

会
員
一
同
は
先
人
た
ち
の
ご
苦
労
を

知
っ
て
、
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得

ま
し
た
。

　
　
　
　 

真
光
教
会
信
徒

 

　
　
　
　
　
　
　
　
吉 

田 

昌 

夫

　　

　
《掲
載
記
事
転
用
の
場
合
は
事
前
連
絡
の
こ
と
》


